
―
―
大
都
市
の
自
治
体
等
が

『水
ビ
ジ
ネ
ス
』

に
参
入
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

「七
月
中
旬
、

横
浜
市
は
全
額
出
資
で

『横

浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
』
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
最
大
の
水
道
局
で
あ
る
東
京
都
も
、

猪
瀬
直
樹
副
知
事
を
先
頭
に
、

水
ビ
ジ
ネ
ス

参
入
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
や
川
崎
市
、

大
阪
市
等
の
自
治
体

も
参
入
準
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

国
土
交

通
省
は
今
秋
か
ら
、

下
水
処
理
水
の
輸
出
に

つ
い
て
実
証
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。

狙

い

は
海
外
進
出
。

水
不
足
に
悩
む
新
興
国
等
に
、

上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
売
り
込
む
こ
と
が
目

的
で
す
」

―
―
ど
れ
ほ
ど
儲
か
り
そ
う
な
の
で
す
か
？

「経
済
産
業
省
は
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模
を
、

二
〇
〇
七
年

の
三
十
六
兆
円
か
ら
、

二
五
年

に
は
八
十
六
・
五
兆
円
に
拡
大
す
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

五
〇
年
に
は
百
兆
円
を
超
え
る

と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。

二
〇
五
〇
年
に
は

世
界
人
口
の
半
数
に
当
た
る
約
四
十
億
人
が

水
ス
ト
レ
ス
（水
を
安
心
し
て
使
え
な
い
）
に

陥
る
と
国
連
は
警
告
し
て
お
り
、

今
後
、

水

需
要
が
世
界
規
模
で
高
ま
る
の
は
間
違

い
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
、

漏
水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

料
金
徴
収
率
が
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
に
達
し
て
い

る
日
本
の
水
道
技
術

，
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
は
、

格
段
の
国
際
競
争
力
が
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、

絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
」

「し
か
し
、

宮
一大
水
メ
ジ
ャ
ー
』
（
フ
ラ
ン

ス
の
ス
エ
ズ
、

ヴ

ェ
オ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
の
テ

ム
ズ
）
等
と
比
べ
て
、

日
本
は
周
回
以
上

の

遅
れ
を
と

っ
て
い
る
の
が
現
状
。

す
で
に
ア

メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｅ
や
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
等

の
国
際
企
業
が
参
入
を
呆
た
し
た
ほ
か
、

韓

国
は
国
策
と
し
て
水
ビ
ジ
ネ

ス
を
育
成
中
で

す
。

安
閑
と
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
」

十
１
な
ぜ
、

日
本
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
し

ま
っ
た
？

「水
道
法
に
よ
り
、

水
道
事
業
は
自
治
体
の

独
占
事
業
と
さ
れ
、

民
間
が
育
た
な
か

っ
た

こ
と
が
大
き

い
。

制
度
上
、

白
治
体
が
海
外

で
営
利
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
も
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、

自
治
体
は
私
企
業
を

つ
く
り
、

独
占
し
て
き
た
技
術
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
民

間
に
提
供
。
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
は
民
間
が
行
う
、

と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
動
い
て
い
ま
す
」

―
―
そ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
自
体
は
、

以
前
か

ら
実
行
可
能
だ
っ
た
の
で
は
？

「
日
本
は
水
量
が
豊
富
な
た
め
、

人
々
の
水

に
対
す
る
危
機
意
識
が
希
薄
。
こ
れ
ま
で
真

剣
さ
が
な
か

っ
た
の
は
、
日
本
人
の
国
民
性

ゆ
え
、

と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

水
の
惑

星
と

い
わ
れ
る
地
球
で
す
が
、

人
類
が
い
ま

す
ぐ
利
用
可
能
な
水
量
は
、

全
体
の
○
・○
○

一
％
ほ
ど
。
日
本
の
地
勢
が
奇
跡
的
な
だ
け
で
、

元
来
、

水
は
稀
少
な
資
源
な
の
で
す
」

「オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
に
こ
だ
わ
る
な

―
―
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
で
成
功
し
た
試
し

は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
に
ま
か
せ
ら
れ
な

い

の
で
す
か
？

「海
水
淡
水
化
技
術
、

下
水
再
処
理
に
用
い

ら
れ
る
膜
等
、
日
本
企
業
の
水
処
理
技
術
は

最
先
端
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

新
輿
国

等
が
欲
し
て
い
る
の
は
ロ
ー
テ
ク
の
部
分
。
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取
水
か
ら
料
金
徴
収
ま
で
、

維
持
管
理
し
や

卜す
く
、

安
上
が
り
な
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
に

こ
そ
、

世
界
的
な
需
要
が
あ
る
の
で
す
。

ハ

イ
テ
ク
だ
け
で
は
、

水
浄
化
技
術
の
部
分
と
、

そ
の
プ
ラ
ン
ト
の

一
部
に
し
か
関
わ
れ
な
い
。

こ
う
し
た
部
品
供
給
に
止
ま

っ
て
い
る
限
り
、

わ
ず
か
な
果
実
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
」

「水
メ
ジ
ャ
ー
は
都
市
づ
く
り
の
時
点
か
ら
、

相
手
国
政
府
や
自
治
体
と
組
ん
で
事
業
体
を

つ
く
り
、

そ
こ
の
大
株
主
に
な
り
利
潤
を
得

る
、

と

い
う
方
法
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
新
興
国
は
、

水
道
事
業
の
運
営
管
理
ま
で

一
括
し
て
発
注
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

そ
の

際
に
重
視
さ
れ
る
の
が

『数
十
万
人
に
数
年

間
給
水
し
た
』
と

い
う
実
績
で
す
。
日
本
勢

が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
と
民
間
の

連
携

・
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

―
―
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

「
日
本
企
業
だ
け
の
『オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
』

で
は
、

お
互
い
の
自
己
主
張
が
渦
巻
く
国
内

調
整
に
手
間
取
る
の
が
目
に
見
え
て
い
る
。

海
外
企
業
と
も
積
極
的
に
組
み
、

ス
ピ
ー
ド

感
を
持

っ
て
参
入
す
べ
き
で
す
」

「太
古
か
ら
、

人
類
の
水
争

い
が
絶
え
た
こ

と
は
な
く
、

現
在
の
国
際
紛
争

の
大
き
な
背

景
に
も
、

水
資
源
を
巡
る
争

い
が
あ
る
。

世

界
的
な
水
不
足
の
解
決
は
、

国
際
社
会
の
安

定
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
日
本
が
国
際
貢
献

を
果
た
す
意
味
で
も
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

す
る
積
極
的
な
政
策
支
援
が
必
要
で
す
」

（
リ
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